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(旧 89/392/EEC) 

機械指令 98/37/ECに基づく 
ﾘｽｸ分析,TR/TCF作成,D.o.C ｻﾎﾟｰﾄのご案内 

  
機械指令の CE-Markingに関していくつかの統計数字があります。 

1. CE-Marking対応の機械の原価ｺｽﾄが平均 5%も上がっています。 (但し、市場抜取検査で問題が発覚さ
れ、’市場撤収’の処分を受けた場合、かかるｺｽﾄは計り知れません。) 

2. 日本に進出している第三者機関で機械指令のｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｻｰﾋﾞｽを受ける場合、平均 1機種あたり 200万円も
必要とします。 (そのﾘｽｸ分析は妥当かどうかが一度疑ってみたことありますか?) 

3. 欧州の民間調査機関のﾃﾞｰﾀによりますと、EU流通している機械は、98年の時点では少なくとも 60%が
CE-Markingに対して適合していないのか、または何らかの不備があります。その殆どがﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ関係とい
います。  

さて、皆さんの機械は大丈夫ですか? 訳も知らずに第三者機関のｱﾄﾞﾊﾞｲｽで過剰な対策をしていませんか? また、
ちゃんとした技術資料を整備していますか? EUの競合他社が常にあなたの製品をﾁｪｯｸしている事実をご存知です
か? CE-Markingのﾘｽｸを十分認識し、制御できていますか? 
C&Sでは EU機械指令の適合支援業務として次のｻｰﾋﾞｽを提供しています。 
 

項目 内容 場所 

①技術 Meeting 機械指令全般/個別規格/部品選別/図面審査… C&S事務所 

②危険分析/ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ EN1050, EN954, EN292-1/-2・・・ ﾒｰｶｰ 

③構造ﾁｪｯｸ EN292-1/-2, EN60204-1・・・ ﾒｰｶｰ 

④技術書類ﾁｪｯｸ 回路図、部品表、名盤、警告ﾗﾍﾞﾙ等 C&S事務所 

⑤実地試験評価 EN60204-1・・・ ﾒｰｶｰ 

⑥技術資料の作成 Test report, Technical Construction File, 適合宣言書 C&S事務所 

⑦付帯ｻｰﾋﾞｽ 取扱説明書の見直し、翻訳作成等 C&S事務所 

なお各作業がC&S独自のTool(Check list)に基づいて、効率よく、最初から英語の原始資料を作成する事も出来ます。

各第三者機関と欧州大手企業のﾉｳﾎｳを吸収し、EUのどこでも通用する技術資料の作成を保証いたします。 

 
Risk Assessment TR-EN292 TR-EN60204-1 

   

Project進行の 1例: 
① 技術 Meeting: 2H 
② 危険分析/ﾘｽｸｱｾﾒﾝﾄ: 6H 
③ 構造ﾁｪｯｸ: 6H 
④ 技術書類ﾁｪｯｸ: 4H 
⑤ 技術 Meeting: 2H 
⑥ 実地試験評価: 6H 
⑦ 技術資料の作成: 16H 
⑧ 取説のﾁｪｯｸ: 4H 
―――――――――――Total
            測定:       3D
        Office Work: 28H

詳しい内容はお問い合わせください。（TEL:045‐478‐3365） 
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